
支援カード エビデンス版 — 先生用③（使う場の一覧）

大原則：カードは「配って終わり」では効きません。効果が確認された研究はどれも、カードを教える手続きの一部とし

て使っています（教師がモデル→いっしょに→本人だけ／記録→称賛とセット）。合言葉は本人が動作の直前に声に出す台

本です。この情報は先生用シートだけに載せ、子どもに見せる掲示版・ミニ版には書きません。

カード あいことば 使う場（これがないと効かない） 根拠

E01 休み時間の カード よういを してから

あそぶ

最初は先生の声かけで①②→徐々に自分で。チャイム

ではなく時計の針と接続すると自立しやすい。

視覚支援・見通し（活

動スケジュール）

E02 ロッカーの カード もとの ばしょへ 整った状態の写真を撮ってロッカー内側に貼る（写真

見本と併用で効く）。学級全員のルールにする。

課題分析・視覚支援

（写真見本）

E03 引き出しの カード そろえて しまう 帰りの会の前に「そろえるタイム」1分を学級で固

定。個人指導ではなく全員の習慣にする。

課題分析・ルーティン

化

E04 きゅうしょくを まつ カ

ード

手を あらったら し

ずかに ならぶ

学級全体のルールとして共有する（その子だけに持た

せない）。待ち時間の代替行動（読書）まで示すのが

このカードの核。

ソーシャルナラティ

ブ・ルーティンの視覚

化

E05 ひなんくんれんの カー

ド

耳を まもって、先

生を 見る

訓練の前日に「あること・ベルが鳴ること」を予告

し、できれば音も先に聞かせる。イヤーマフなどの道

具も本人と決めておく。

事前予告＋対処の教示

（視覚支援）

E06 わすれもの ふせぎ カー

ド

書いたら、そろえ

て、たしかめる

教科ごとの持ち物リスト（写真つきも有効）を一緒に

作る。忘れた時の報告の仕方まで決めておくと、隠さ

ず言えるようになる。

チェックリスト・ルー

ティン化＋自己記録

E07 きりかえの タイマー カ

ード

なったら、いちど

手を とめる

「片づけなさい」ではなく、始める前にタイマーを一

緒にセットする。切り替えられたらすぐ認める。S01

（今日の流れ）と併用。

見通しの視覚化・聴覚

化（タイマー）
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